
東北の未来創るプロフェッショナルへ
　年新入社員研修　

仙建工業株式会社
代表取締役社長　中村　知久

社会を支える人財育成の場に
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　鉄道技術のプロフェッショナルを育て、東北の未来を支える
人材に――。年度新入社員を対象にした研修が新たに完成
した仙建総合研修センターで始まった。土木６人、建築２人、
線路９人、事務１人の新入社員が参加。実物を見て、触れて、
学びと体験の両方から研修を通じて成長を後押しする。
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　仙建工業は、年の創業以来、東北地域の鉄道網の整備を中心とした
インフラの建設・メンテナンス工事により地域と共に歩んできました。少
子高齢化や世代交代が進むなか、鉄道は将来にわたり残さなければならな
い大事なインフラです。その鉄道を守り、東北地域の発展につなげていく
ことが我々仙建工業の使命であります。
　このたび完成した「仙建総合研修センター」は実際の鉄道施設と同様の
環境で研修ができる施設として整備しました。施工現場に近い環境、かつ
列車の走らない保守間合いに制限されない場所で教育・訓練を実施し、社
員や協力会社の技術・安全レベルの一層の向上に努め、社会を支える人財
を育成してまいります。
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　仙建総合研修センターは、仙台国際空港アクセス線を
利用出来る立地に建設し、鉄道工事の安全レベルや技術
力の維持向上を主な研修の目的としています。実際の線
路と同様の構造物を配置し、線路保守用車両の運転資格
の取得や営業している線路で実施することが難しい実技
訓練を実施することで、弊社の事業基盤である鉄道工事
に関する安全教育・技術取得を効率的に行うことが可能
な施設となります。

　工事を進めるにあたり、建設作業所は代を中心とし
た若手社員を多く配置し、建設中も講習しながら安全や
技術力の習得を目的に人員を構成しました。建設地は、
空港が隣接しているため、航空法の制限による重機など
の制約の掛かる中で工事を進めました。夏は海風、冬は
蔵王おろしが吹き荒れる気象条件に加え、旅客機が頻繁
に往来するなど特に資機材の飛散などに十分考慮しまし
た。そのために掲示物や飛散する物を極力減らしながら
働く作業員への周知徹底に努めました。
　建物は土木、建築、線路の複合工事となり、各部門の
「現場ルール・施工情報の見える化」を重要事項に定め、
部門ごとの違う工事情報の発信、共有に努めました。特
に重要なポイントとなる安全面は、作業所内の安全ルー
ルを徹底するため広場に多くのサイネージなどを活用す
ることで指示を明確化し、文字に頼らない区画材の色分
けや作業計画書の記入例の作成など労働災害防止に取り
組みました。
　また、品質では使用前に実際の材料を検証しながら、
選定理由を掲示するなど現場全体で施工情報の共有を図
りました。各部門が作業所へ集結することで、土木、建
築、線路の各部門の目標は一つになり仕事の効率化を図
ることができました。
　『見える安全・品質』から『見せる安全・品質』を推
進していくことにより、工事の品質や安全管理を円滑に
進めることができました。最後に、工事に携わっていた
だいた多くの皆様一人ひとりに深く感謝申し上げます。

　新研修センター建設作業所長　我妻　敏浩

■事　業　名：新研修センター建設工事
■建　設　地：宮城県名取市下増田屋敷―２
■敷地面積：，㎡
■発　注　者：仙建工業株式会社
■設　　計：仙建工業株式会社
■施　　工：土木工事栄喜工業㈱、日本電設工業㈱東北支店
　　　　　　建築工事カメイ㈱宮城支店、サイト工業㈱、日本電設工

業㈱東北支店、東北ムラテツ㈱、大成ロテック
㈱東北支店

　　　　　　線路工事古川興業㈱、東軌工業㈱、大崎軌道工業㈱
■工　　期：年５月日～年２月日、年２月日竣工式
■建物規模：研修・実習棟Ｓ造２階建て延べ，㎡、研修線（在来

線総延長ｍ、新幹線ｍ）、踏切設備、トンネル（延
長ｍ）、大型保線機械、レール溶接訓練実習室、測量実
習エリア
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研修実習棟

モックアップ（建築／鉄筋コンクリート造建物）

モックアップ（土木／ボックスカルバート）

研修線　トンネル、乗降場


